
 

10 月 1 日・日本酒の日の夜、全国で日本酒で乾杯の大歓声が湧きおこっ

た！「日本酒で乾杯推進会議」の第 12 回総会とフォーラム＆懇親パーティが、

この日、東京元赤坂の明治記念館で開催され、19 時 30 分を期して、およそ 4

万 7 千人の人々が国内外で一斉乾杯。会場には佐賀県や兵庫県、さらにはシ

ンガポールからも乾杯のネット映像が中継されるなど、日本酒と日本文化のルネ

サンスを祈る心が、海を越えてひとつに結ばれた一夜となりました。 



 

★★★   会会会員員員拡拡拡大大大、、、乾乾乾杯杯杯条条条例例例制制制定定定なななどどど着着着々々々ととと成成成果果果   

 日本人なら、日本酒で乾杯！日本酒で乾杯運動は、「乾

杯」という行為を通じて、日本文化と日本酒への誇りを

取り戻そうという業界一丸のカルチャームーブメント。 

 平成 16 年 10 月、業界の思いを伝える「日本酒からの

手紙」（上）を掲げて運動をスタートしてから丸 11 年。

推進母体である「日本酒で乾杯推進会議」、そして各界有

識者で結成された中核組織「100 人委員会」（代表＝石毛

直道 国立民族学博物館名誉教授）を中心とした取組は、

「推進会議」の会員拡大（現在約 3 万 7 千人）、乾杯や日本文化に関する研究、自治体による乾杯条

例制定との連携（現在 110 件。日本酒以外も含む）など、着実に成果を積み上げてきました。 

★★★   国国国内内内外外外 333222666 カカカ所所所ででで一一一斉斉斉乾乾乾杯杯杯。。。ネネネッッットトト中中中継継継ももも大大大活活活躍躍躍   

 「総会・フォーラム＆懇親パーティ」は、運動の現状を確認し、さらなる発展に向けて関係者の

結束を固めるために開かれる年に一度のビッグイベント。今回も、『清酒の発見』をテーマにしたパ

ネル討論（フォーラム）や、全国の日本酒をゴージャスな料理と共に楽しんだ懇親パーティなど、

充実のひと時が繰り広げられましたが、中でも話題をさらったの

が、「日本酒の日」を祝って行われた全国一斉乾杯の取組。 

 東京の明治記念館をメイン会場に、国内 267 カ所、海外 6 カ

国 59 カ所（シンガポール 51、マレーシア 3、韓国 2、ベトナム、

オーストラリア、インド各 1）に結集した 4 万 7 千人もの参加者

（公式 HP や SNS での投稿を含む）が、 19 時 30 分を期して一

斉に｢日本酒で乾杯！」したもので、東京会場では、兵庫県（城

見台公園）と佐賀県（ホテルニューオータニ佐賀）、更にはシン

ガポールでの国際親善乾杯の模様をネット中継するなど先端技

術も大活躍。東京会場の様子も全世界にネット配信され、今後の

運動に新たな活力を与える取組となりました。 
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 「私たちは日本を愛します。日本文化を愛します。そして日本酒を愛します。『日本に乾杯』。そ

のはじめに、『日本酒で乾杯』。私たちは、日本文化のルネサンスをめざして、ここに『第 12 回日

本酒で乾杯推進会議』総会の開会を宣言いたします」 

 アナウンサーの山根基世さんが読み上げる開会宣言に、出席者全員が唱和して、第

12 回総会の幕が上がりました。 

◄ 総会の冒頭、100 人委

員会の石毛代表が挨拶。

 「日本酒は日本文化の

中 心 で あ り 、 お 屠 蘇 や

三々九度など、日本人の

一年、一生にとって重要な

もの。日本酒で乾杯するこ

とで、そんな日本文化の

大切さを見直すのが、こ

の会の主旨です」 

◄ 活動報告を行った西村

運営委員長は、約 3 万 7

千人に達した推進会議の

会員数について「引き続き 5

万人を目標に運動を続け

る」と述べたほか、「自治体

で制定された乾杯条例制

定の殆どが議員提案であ

り、議会の活性化にも役立

っている」などと説明。 

▴ 第 5 回「フォトコンテスト」で大賞を受

賞したのは、中根英治（埼玉県）さんの

「一斉乾杯」。笠間稲荷神社での乾杯

イベントの模様を捉えたナイスショット。

◄ 運動に顕著な貢献のあ

った団体として、「食のま

ちづくり条例」（2001 年）制

定以来、食と酒を関連さ

せた活動を続ける福井県

小浜市に感謝状を贈呈。

 「小浜市には豊な湧水と

田園があり、若者による

酒造りプロジェクトも行わ

れている」と松崎市長が謝

辞を述べました。 



 

 「『清酒の発見』～日本のかたち、日本のこころ～」をテーマとした

フォーラムでは、民俗学者の神崎宣武氏をコーディネーターに、中

世から続く菩提酛仕込みで知られる奈良県の菩提山正暦寺住

職の大原弘信氏、自ら酒場を経営したこともある武庫川女子大

学名誉教授の高田公理氏、菩提酛をベースに新たな酒造りに挑

戦する㈱辻本店杜氏の辻麻衣子氏が興味津々のトークを展開

（各氏の発言のポイントは下記のとおり）。 

 討論の後は、浅草観光振袖学院の「振袖さん」が日本舞踊を

披露し、参加者は艶やかな舞い姿にうっとりと見入っていました。 

神神神崎崎崎宣宣宣武武武氏氏氏 ◄◄◄  

 「伊丹諸白という言葉が

あるように、江戸の文献で

は伊丹が清酒の発祥とさ

れているが、酒造りを始め

たのは奈良の正暦寺のほう

が早い。ただ、正暦寺の酒

が清酒だったとは思えない

ので、おそらく清酒について

は、伊丹が先に進めたとい

うことではないか」 

►►►  大大大原原原弘弘弘信信信氏氏氏

 「正暦寺には 15 世紀に

既に酒を売っていたという記

録がある。蒸し米と水と麹

に空中の乳酸菌、酵母菌

が入って菩提酛はできた

が、さらに発酵を途中で止

めて段仕込みをする技術を

発見したことで、確実に大

量に酒を造ることができるよ

うになった」 

高高高田田田公公公理理理氏氏氏   ◄◄◄    

 「日本人は、パスツールが

近代微生物学を確立する

500 年も前に、酵母菌など

全く知らぬまま低温殺菌法

を行っていた。朝顔や菊の

交配も、メンデルの法則の

発見（1866 年）よりずっと早

い。すべて経験的技術であ

り、それが日本の文化の姿

だと思う」 

►►►  辻辻辻麻麻麻衣衣衣子子子氏氏氏

 「酒屋の娘に生まれた

が、初めて酒に魅せられた

のは、大学の冬休みに一

週間ほど蔵に入った時。そ

れ以来、生涯の仕事にしよ

うと決心した。菩提酛を使

った酒造りは私のライフワー

クで、毎日が試行錯誤だ

が、これこそ酒造りの原点

だと思っている」 



 

 19 時 10 分、一日の掉尾を飾る懇親パーティの開幕。まずは、石毛

代表以下 100 人委員会のメンバーによる鏡開きが行われた後、兵庫

県と佐賀県両会場のネット映像が流れる中、いよいよ 19 時 30 分の

全国一斉乾杯へ向けてカウントダウンのスタート。参加者は「3、2、

1」の掛け声とともに、高らかに酒杯を掲げ（1 頁および右の写真）、

「日本酒の日」の訪れと、初の試みとなった「全国一斉乾杯」の成功

を祝い合いました。 

 この後、シンガポールとの国際親善乾杯。参加者は全国各地の日

本酒と豪華料理を味わいながら、歓談のひと時を過ごしました。 



 


